
               TTC 提案山行実施記録表          2015 年 6 月 19 日   UK 

山行名 奥日光・高山～千手ヶ浜            （1667.5ｍ）  栃木県 

実施日 2015 年 6月 14 日(日)～16 日(火) 2 泊 3 日    往復おおるり観光バス利用 

天候／参加人員 天候 ：曇/ 晴 /曇   レベル：★     参加者：8名（男 2名／女 6名） 

ﾊﾟｰﾃｨｽﾀｯﾌ CL/計画：  SL：  会計：  救護： 写真：   スタッフ名削除 

参加メンバー                         参加者氏名削除 

費用 

￥18,200 

 

 

[内訳] 往復バス代(横浜⇔奥日光)@1,620×8 名＝12,960  

宿泊代(1泊 2食付)｛(@6,900×6名×2日間=82,800)＋(@7,600×2名×2日間=30,400)｝ 

＝113,200  中禅寺湖遊覧船代(往路@600＋復路@940)×8 名＝12,320  

低公害バス@300×8名＝2,400 立木観音拝観料@450×8人＝3,600 電話料 1,000  

合計￥145,480  1 名@18,200×8名＝145,600  差額 120 カンパ金   

 

 所要時間 

(予定変更によ

り実行記録のみ

の計上です) 

6/15 歩行時間 休憩時間 行動時間 歩行時間比（実行/計画） 

歩行時間比（実行/ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ）  

行動時間比（実行/計画） 

遊覧船乗車時間＝15＋30＝45 

低公害バス乗車時間＝30 

ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ  ― ― 

計画    

実行 2：50 3：05 7：10 

実行コースタイム記録 

6/14(日)おおるり観光バス      おおるり無料バス               
横浜＝＝＝食事処＝＝＝奥日光・湖畔亭＝＝＝立木観音・華厳の滝見物＝＝＝湖畔亭(泊) 
 8：30     11:20 12:45       13:40  14:20           14:30 15:15    15:25 15:50          16:00                 
6/15(月) 

    20         遊覧船  (15)                 15             15         50       低公害バス(30) バス停   10         
湖畔亭･･･中禅寺湖乗船場～～菖蒲ヶ浜乗船場･････竜頭ﾉ滝･････滝上･････赤沼車庫＋＋＋＋千手ヶ浜･･････ 
 9:00        9:20 9:30              9:45          10:00 10:05     10:20        11:10 11:20          11:50 11:55 

  15  ﾊﾞｽ停  昼食  15                        15        遊覧船   (30)                    15 
･･自然の家･････千手ヶ浜･････クリンソウ群生地････千手ヶ浜乗船場～～～中禅寺湖乗船場･････湖畔亭(泊) 

   12:05 12:15      12:30 13:05       13:20   14:30            14:45  15:25              15:55              16:10                           
 6/16(火) 
        10                         15    おおるり無料バス                おおるり観光バス 
湖畔亭･･･日光二荒山神社参拝･･･湖畔亭＝＝＝半月山展望台・歌ヶ浜湖畔散策＝＝＝食事処＝＝＝＝横浜 
 8:35        8:45                   9:30 10:00      10:30  10:45        11:00  11:20           12:15 13:00     16:10                

        

コースの概要、特記事項、反省事項等 

今年１月１日に６ヶ月前の宿予約が何とか確保でき、今回のおおるり観光利用の山行が実施出来た。
人気の宿だけに紅葉時まで満室とか。送迎時の日光東照宮側の食事処(表参道）で目的地に向かうバスに
乗り換えるが、待ち時間を利用し、行きは東照宮の参道歩き、帰りはゆば懐石膳を楽しむことが出来た。
宿に着いてからも無料バスで立木観音(御本尊の十一面千手観音菩薩・愛染かつら・身代わりのこぶ)と
水量が多く見事な華厳の滝見物も出来た。宿は、源泉かけ流しの濁り湯温泉とバイキング・アルコール
飲み放題となっている。 

夕食後に観光気分のＴＴＣは明日の高山登山に消極的になり、男性は登山で女性は遊歩道で行く案や
ｋ夫婦が遊歩道で行き、他は登山をする案が出たが、心配性のＣＬは全員で行動する決定をし、遊歩道
歩きと低公害バス利用で千手ヶ浜に向かうことにした。 

翌朝は雨を心配していたが朝から日差しが眩しい位だ。雨対策の傘と昼食・飲料を持ち出発する。途
中、記念撮影やルピナスなどの花を愛でながら中禅寺湖乗船場に向かった。遊覧船からは男体山や日光
白根山も青空に映え雄大に見えた。菖蒲ケ浜で降り竜頭ノ滝を目指し歩き出す。竜頭ノ滝茶屋で滝見を
し、茶屋横の舗装道路の急な階段を滝の流れと咲き始めたレンゲツツジを見ながら登り続け滝上に着く。
此処まででも暑い日差しの中、連続で出てくる急な階段歩きに息が上がってしまう。 

ここから高山登山口に向かうはずだったが、今回は湯川沿いの美しいミズナラとカラマツの混合林を
小鳥の声を聞きながら赤沼車庫を目指し歩いた。この遊歩道は何度歩いても再度来たくなる景色と静寂
さを感じられる場所である。 

運良く赤沼車庫 11：20 発のバスに間に合う。この低公害バスは、平成 5年から自然豊かな国立公園を
守るために運行することになったそうだ。千手ヶ浜バス停に着きクリンソウ群生地②草加市奥日光自然
の家に向かう。両脇の茂みにもクリンソウが咲いていて嬉しい。 

自然の家のクリンソウは背丈が高く赤い色が多かった。見物後に千手ヶ浜バス停に戻り昼食とした。
帰りのバス停に並ぶ観光客が多かったがトイレも有るのでゆっくりと時間を取った。ここからクリンソ
ウ群生地①湖畔側に大勢の観光客と一緒に歩き出す。鹿が食べる被害が出ているので周囲はネットで囲



ってあるが、広大な敷地は色とりどりのクリンソウが埋め尽くしていた。ここで集合時間を決め個人行
動にしたが、各自、撮影に夢中となった。珍しい黄色のクリンソウには人だかりがしていた。 

ツアー客も多く撮影場所を確保するのも大変だ。特に水辺のクリンソウは川面にも映り絶好の撮影場
所だけに混雑してしまう。十分時間を取ったので思う存分撮影が出来たのが嬉しかった。千手ヶ浜乗船
場には早めに戻りトイレの時間や休憩に充てた。千手ヶ浜の湖岸から眺める男体山の姿は雲に覆われて
きた。最終便の遊覧船が着くまでの間、浜辺に腰を下ろし時間を過ごした。 

終点の中禅寺湖乗船場で遊覧船から降りた途端、にわかに雨が降ってきて、初めて傘をさし宿の湖畔
亭に向かったが、幸いにも雨はこの時だけであった。遊歩道コースを選択したお陰で、時間に余裕が有
り、クリンソウを十分に楽しめたのでメンバーからは「良かった」の声が多く安堵する。 

明日は帰宅するので温泉に数回入った人・バイキングを味わう人・飲み放題のアルコールを楽しむ人
と皆が笑顔である。夕食後に男性陣の部屋に集まり KTさんが入れてくれた、優しい真心のいっぱい詰ま
った美味しいお茶を味わいながら談笑していたら、窓に稲妻が光かり雷も鳴り出した。明日の天気を心
配しながら各自部屋に戻る。翌朝には雨は上がっていて中禅寺湖に靄がかかり幻想的であった。朝食後
にすぐ西隣にある日光二荒山神社中宮祠の参拝を兼ね散歩に出かけた。 

男体山を御神体山として祀られた神社であるので、今日も登山者が御札をもらっていた。（ＴＴＣも
10 月にこの登山口からの山行を予定している）見物後に湖畔を歩き宿に戻る。バスの出発は 10：00 な
のでロビーで待機しバスに乗り込んだ。今日の予定は運転手さんによって違うようで、半月山展望台と
立木観音に寄ってから送迎バスの待機している食事処(表参道)に 12：00 を予定していると告げられた。 

立木観音はもう参拝したのにとは思ったが･･･半月山展望台に向かうクネクネ道の揺れに身を任せた。
半月山にはＴＴＣメンバーも登っているとか。360 度の素晴らしい眺望を見ながら MYさんのお話しを聞
く。その後に立木観音に寄ったが、全員で歌ヶ浜湖畔の散歩に変え、ゆっくりとした時間を楽しんだ。 

乗り換え場所の食事処(表参道)に運転手の予想した時間に着き、各自昼食を済ませた後、横浜行きの
送迎バスに乗り込む。大半のメンバーは、日光名物の「ゆば懐石膳」を楽しんだ。途中、江戸の町並み
を再現した羽生 SA で休憩し、渋滞のない東北高速道と首都高速を通って横浜天理ビル前に 16：10 に到
着した。荷物を受け取りその場で解散とした。 

3 日間共お天気に恵まれ、予定していなかった観光地にも行けて驚いたが、手軽に楽しむにはこの 
「おおるり観光」の送迎バス付温泉ホテル泊プランと山行をセットにした利用も有りかと思いました。 

 
ＣＬは２年前に来てクリンソウに感激したので、今回の企画をさせてもらいました。 
至らないリーダーなので、皆さんのご協力のお陰で無事に終了することが出来ました。 
“有難うございました” 
 
 
 

 


